京都コンサートホールの非公募について
	京都コンサートホールは，音楽芸術の振興及び音楽を通じた国際交流の発展に資するとともに，京都市交響楽団（以下「京響」という。）の活動拠点として設置している。
その設置目的を果たすためには，運営を担う団体は，ホールを備えた施設の運営ノウハウはもちろんのこと，特にクラシック音楽に係るネットワークを有するとともに，京響の事業運営と十分な連携が可能であることが求められる。

現時点で，このような条件を満たす団体は，ホール運営に関する豊富な実績とクラシック音楽に係る幅広いネットワークを有するとともに，平成２１年度から京響の事業運営を担っている公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団（以下「音芸財団」という。）のみである。

なお，前回（平成２２年度）の指定管理者の選定においても，同様の理由から，音芸財団を非公募で指定管理者として指定したが，当指定管理期間において，音芸財団に相当する団体が組織されるなど，状況の変化はなく，また，その運営状況についても，ホールの管理運営と京響事業の一体的なマネジメントにより，京都コンサートホールにおける積極的な事業展開や利用料金収入の増加に加え，京響の運営も，積極的な広報活動やインターネットによるチケット販売など機動的な営業活動により，観客動員数の大幅な増加など，著しい成果を挙げており，大きな相乗効果を生んでいる
以上の理由から，今回も非公募とし，音芸財団を指定管理者候補とする。
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